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1. はじめに 

近年のモータリゼーションの影響により，都市部の

交差点においては，信号待ちによるアイドリング時間

の増加や急な加減速といった無駄な車両挙動によって

CO2 排出量が増加していると考えられる．そのための

対応策として ITS 技術を用いた信号に関する情報の提

供が考えられている１）．この技術は，信号通過の前にお

いてドライバーに対して信号通過支援などの情報を提

供するものである．著者らの過去の研究２）においても，

車両 1 台のみが信号交差点に接近した際に交差点を青

信号で通過できるような情報をドライバーに提供する

システムを構築した．これによって，交通の円滑化や

CO2 排出量の低減が可能となったが，追従車の存在は

考慮されていなかった． 

 そこで本研究では追従車に着目し，信号情報提供シ

ステムが追従車に与える影響と CO2排出量をドライビ

ングシミュレータを用いて明らかにする． 

2. 情報提供システムの構築 

追従車へ提供する情報の考え方としては，まず，運転

を開始した後，自車(追従車)速度や前車との車間距離な

どのパラメータを入手する．次に，前車に情報提供が行

われるかどうかを判定する．情報提供が行われないと

きには，自車は自由走行となり，先頭車として情報提供

の判定が行われる．情報提供が行われない間，上記のパ

ラメータの入手を繰り返す．そして，前車に情報が提供

された瞬間，自車が追従状態であるかどうかの判定を

行う．追従と判定された場合は，危険を避けるために前

車と同じタイミングで『アクセルオフ』，あるいは『前

車減速あり』が提供される．追従と判定されなかった場

合は，自由走行として認識され，その後，先頭車両とし

て情報が提供されることになる． 

3. 実験の概要 

 実験コースは，2つの信号交差点が連続した全長約

1800mのコースである．交差点は開始から約800mと約

1600m地点に存在する．前車として，『情報提供なし』, 

『アクセルオフ』，『推奨速度』の3パターンの情報が

提供された挙動をとるダミー車を用意する．その車両

挙動を図1に示す．横軸に走行を開始してからの経過時

間を表し，縦軸に走行速度を表している．用意した3パ

ターンのダミー車を前車として走行させるが，前車に

情報が提供されない場合は，追従車には『情報提供な

し』，『アクセルオフ情報』，『推奨速度情報』の3パ

ターンの情報提供を行い，前車に情報が出される場合

には，『情報提供なし』，『アクセルオフ』，『前車減

速あり』の3パターンの情報提供を行う．これらのパタ

ーンを前車・追従車ランダムに選出し，免許を保有する

被験者20名にそれぞれ9回ずつ走行してもらった． 

4. 実験結果 

4.1 各パターンの車両挙動の比較 

 図 2，図 3，図 4 は被験者 20 名の各パターンの車両

速度を平均したものである．これらの図は，横軸に走行

を開始してからの経過時間を表し，縦軸に平均の走行

速度を表している．図 2は，前車『情報提供なし』の時

の追従車の挙動である．追従車の『情報提供なし』のと

きの車両挙動は，前車の挙動と似たような挙動になっ

ており，交差点直前で大きく減速し，交差点でのアイド

リング時間が長い．追従車の『アクセルオフ情報』と『推

 
図 1 前車の車両挙動 

 

 
図 2 前車『情報提供なし』時の追従車の車両挙動 
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奨速度情報』のときでは，信号でのアイドリング時間が

短く，交差点では，無停止で通過できている．『推奨速

度情報』は，推奨される速度で走行しても，前車の発進

遅れのため，青枠部分のようにスムーズに通過ができ

ていない．前車の発進遅れに対応した情報提供を行っ

ていく必要がある．図 3，図 4は，前車が『アクセルオ

フ情報』と『推奨速度情報』を提供された時の追従車の

挙動を表す．追従車と前車は似たような挙動になって

おり，追従車が前車の挙動に沿って無駄な加減速が抑

えられていることがわかる． 

4.2 各パターンの CO2排出量の比較 

 図 5，図 6，図 7 は前車のパターンごとの追従車の

CO2排出量の合計値である．第 1 軸は CO2排出量，第

2 軸は CO2 排出割合を示す．棒グラフは，被験者一人

一人の CO2排出量の合計であり，折れ線グラフは，追

従車が『情報提供なし』のときの CO2排出量を 100%と

したときの各情報提供時の CO2排出量の割合を示す．

この結果より，図 5 に示すように前車が『情報提供な

し』のとき，追従車への情報提供によって，CO2排出量

の低減効果が約 2.5％あることがわかる．これは信号で

のアイドリング時間を短くしたり，無停止で通過でき

ていることによるものと考えられる．次に，前車が『ア

クセルオフ情報』と『推奨速度情報』を出されたときの

CO2 排出量の値をそれぞれ図 6，図 7 に示す．この場

合，前車は無駄な走行挙動が抑えられることになるが，

追従車もそれに従うため，『情報提供なし』の状態でも

CO2排出量は小さくなっている．したがって，追従車へ

の情報提供によってそれ以上の CO2排出量の削減効果

は小さいことがわかる． 

5. おわりに 

 本研究では，信号情報提供システムを導入した際の

追従車への影響を明らかにした．前車が情報提供あり

の時は，追従車に影響を及ぼし，同じような無駄な挙動

が少ない運転をしていることがわかった．前車が情報

提供なしの時には追従車への情報提供によって CO2 の

排出量が 2.5％前後減るということもわかった．  
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図 3 前車『アクセルオフ』時の追従車の車両挙動 

 

 
図 4 前車『推奨速度』時の追従車の車両挙動 

 

 
図 5 前車『情報提供なし』時の追従車の CO2排出量 

 

 
図 6 前車『アクセルオフ』時の追従車の CO2排出量 

 

 
図 7 前車『推奨速度』時の追従車の CO2排出量 
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